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■はじめに
本セミナーでは、典型７公害のうち振動について、振動に関する知見のある方々から、実務を通

じて得られた知見や、振動に関連した規制、測定方法、対策等について、地方公共団体の公害関連
部局担当職員の方に向けて分かりやすく解説していただきます。 
第３回目は、振動に対する感覚です。 

１ 振動とその感覚の現状について 
 本稿では、振動に対する感覚について説明し
ます。第１回[1]でも解説されていましたように、
令和２年度公害苦情調査結果報告書[3]の被害

（振動）の種類別公害苦情受付件数（図１）を
見ると、「感覚的・心理的」がかなり多くの件数
を占めています。特徴的な図なので、本稿でも
示しました。 

 
 

図１ 被害（振動）の種類別公害苦情受付件数[３]より作成
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図２には、令和２年度公害苦情調査結果報告
書の結果より作成した、公害の種類別「感覚的・
心理的」被害の件数の割合を示します。図を見

ると、他の公害に比べて、「感覚的・心理的」被
害が大きいことが分ります。これらからも、振
動に対する感覚は重要だと考えられます。 
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図２ 公害の種類別「感覚的・心理的」被害の件数の割合[３]より作成 

以上の結果は、都道府県及び市町村（特別区
を含む。）の「公害苦情相談窓口」による結果で
す。 
一方で、筆者らは文献[4]にて、苦情によらな

いアンケート調査結果を報告しています。文献
[4]は、平成 28 年から 29 年までの期間におい
て、742 名を対象に過去１年間の振動について

回答してもらった結果です。概ね、居住地は東
京都、千葉県、神奈川県、埼玉県、茨城県でし
た。「振動を感じるか」については、約 37%の
居住者が「はい」と回答しました。図３に建物
の構造と知覚率の関係を示します。図を見ると、
全体的には RC 造 1の建物に比べて、木造や S
造は知覚しやすい傾向が見られます。 

図３ 建物の構造と知覚率の関係[4] 

1 RC 造（鉄筋コンクリート造）は、柱や梁などの主要構造部を鉄筋コンクリートで構築している建物
構造。耐火性・耐震性に優れており、マンションやビルで多く採用されている。S 造（鉄骨造）は、
建物の骨組みに「鉄」を使用した構造。マンションやアパート、その他に倉庫、工場といった大空
間建築物まで幅広く使われている。 
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図４に振動を知覚した回答者の振動源内訳
を示します。令和２年度公害苦情調査結果報告
書では、振動公害の主な発生原因として、「工
事・建設作業」が 1,535 件（70.6%）を示して

いますが、図 の結果からは、車が最も多い傾
向が見られます。このように「苦情」か「日常
生活の中での知覚」かによって、振動源が異な
ることは興味深い結果であると考えられます。

4

図４ 振動を知覚した回答者の振動源内訳[4] 

図５に振動を知覚した回答者の振動評価を
示します。「振動を感じるが気にならない」と
「振動を感じるが少し気になる程度」の合計が

約 となっています。一方で「振動がストレ
スとなりできる事なら引っ越したい」という回
答も５件（２%）見られました。

77%

図５ 振動を知覚した回答者の振動評価[4] 
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図６に振動を知覚した回答者の振動による
影響を示します。振動の影響として、「いらいら
する」、「集中できない」、「地震と間違える」な

どが上位を占めていました。また、「眠れない」
「起きてしまう」などの睡眠影響も計６件見ら
れました。 

図６ 振動を知覚した回答者の振動による影響[4] 

コロナ禍であった令和 3年においても、文献
[4]と同様なアンケート調査を行っています[5]

２ 人の振動感覚と周波数特性につい
て 
第２回[2]で振動の測定方法の説明がありま

した。振動規制法（昭和 51年法律第 64号）に
準じた振動の測定では、振動レベル計を用いて
振動レベルにより評価するものとされていま
す。 

JIS C 1510-1995[6]では、鉛直特性として「鉛
直方向の振動に対する全身の振動感覚特性に
基づく付表１の周波数特性」が、水平特性とし
て「水平方向の振動に対する全身の振動感覚特
性に基づく付表１の周波数特性」が示されてい

。
その結果については、別の機会に紹介したいと
思います。

ます。さらに、振動レベルとは、「付表１に示す
鉛直特性又は水平特性で重み付けられた振動
加速度の実効値を基準の振動加速度 2 
(10−5m/s2)で除した値の常用対数の 20 倍。単
位はデシベル。単位記号は dB とする。」と示さ
れています。 
図７に、JIS C 1510-1995 の付表１より作成

した、鉛直特性の基準レスポンスと許容差を示
します。これを見ると、私たちの振動に対する
鉛直方向の周波数特性は、４～6.3Hz は大きい
と感じやすく、高い周波数になるほど、小さく
感じることが分ります。

、

2 振動している物体の加速度をいう。振動速度の時間微分をいう。 
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図７ 鉛直特性の基準レスポンスと許容差（JIS C 1510-1995） 
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図 8 に、JIS C 1510-1995 の付表 1 より作成
した、水平特性の基準レスポンスと許容差を示
します。これを見ると、私たちの振動に対する

水平方向の周波数特性は、１～２Hz は大きい
と感じやすく、高い周波数になるほど、小さく
感じることが分ります。

図８ 水平特性の基準レスポンスと許容差（JIS C 1510-1995） 
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以上のように、振動レベルは人の振動に対す
る大きさの補正をした尺度と言えます。これは、

音の分野に用いられる騒音レベルと同様な考
え方と言えます。 
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３ 振動規制法と規制基準について 
第１回、第２回でも解説がありましたが、振

動規制法と規制基準については、重要なところ
となりますので、改めて述べたいと思います。
詳細については、第１回、第２回を確認してく
ださい。 
 文献[7]に記載されているように、振動規制法
で使用される振動レベルは鉛直方向における
振動感覚補正を加えたものになります。また、
い き ち
閾値は 10％の人が感じる振動レベルでおおよ
そ 55dB とされています。 
また、文献[8]には、特定工場等における規制

基準値、特定建設作業に伴って発生する振動の
規制に関する振動の大きさ、道路交通振動の要
請限度が値として記載されています。これらは、
第１回で解説されています。また、測定方法や
評価方法の具体例は、第２回で解説されていま
す。それぞれ確認してください。 

４ 建物内での評価等について 
（１）建物内での評価 
 居住者からの振動苦情について考えてみま
すと、住宅を中心とした建物内で実際に居住し
ている床上での値が重要だと思います。もちろ
ん、振動規制法に定められた基準値と対比はで
きませんが、建物内の測定結果も蓄積していく
ことが、とても大切だと思います。振動に関わ
る様々な立場の技術者が、建物内の測定結果を
共有すると共に、振動苦情を減少するための議
論を深めていくことが重要ではないでしょう
か。 
建物内での評価については、日本騒音制御工

学会 環境振動評価分科会が作成した「振動測
定マニュアル」[9]があります。第２回でも注意

点を含めて紹介されています。このマニュアル
には、「工場・事業場、建設作業、道路交通、及
び鉄道から発生する振動により苦情が発生し、
かつ振動規制法による対応では苦情の解消が
困難な場合に、問題解決に向けた振動対策に資
する技術資料を作成することを目的としてい
る。」と記載されています。ご興味を持たれた方
は、参考文献から、ダウンロードできますので、
ご確認ください。 
 また、「振動測定マニュアル」には、「外部振
動源による建物振動の評価に係る資料」[10]も
追加されています。資料には、定常的な振動に
対する人の振動知覚閾の目安も記載されてい
ます。それは、定常的な振動に対する人の振動
知覚閾の目安を，既往の研究を参考に、個人差
を考慮して作成されています。資料では、「ただ
し，発生している振動が苦情につながるか否か
は，人が振動を知覚した上で，さらにその振動
を心理的にいかに感じ取るかなどによるため，
図に示した範囲内の条件の振動が，必ずしも苦
情につながる訳ではないことに注意が必要で
ある．」と示されています。なお、他の規格、指
針等との比較も記載されており、ご興味を持た
れた方は、参考文献から、ダウンロードできま
すので、原文をご確認ください。 
（２）交通振動の測定事例 
 本稿の最後に、交通振動の測定事例を紹介し
ます。ここでは、道路交通振動を対象とした実
住宅（RC 造）での１週間の振動測定事例を紹
介します[11]。図 9に対象住宅の平面図及び測
定位置を示します。 
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図９ 対象住宅の平面図及び測定位置[11] 

１週間測定した振動レベルから、１時間ごと
に、時定数 630ms3で分析を行った結果を図 10
に示します。図 4に示すように、昼間と夜間で
交通量に差があるため、振動レベルは、21時以

降下がり始め、４時から上昇している傾向が見
られます。文献[11]では、振動発生の主な原因
がバスのため、その運行時間に左右されている
と考えられます。

図 10 Ａ点における各振動方向の時間ごとの Lvmax平均値[11] 
(実験パターン１) 

3 ミリ秒（千分の１秒）。 
4 図 10 に示す方向は、図９の場合、Ｘ；振動源平行方向、Ｙ；振動源直交方向、Ｚ；鉛直方向。 
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次に、１日の中で、最大値を示した１時間の
鉛直振動のうち、振動レベルで最も大きいと判
断した１イベントの波形（７～12秒程度）を対
象に、時定数 10ms で 1/3 オクターブバンド 5

分析した結果を図 11 に示します。ここで、評
価は日本建築学会から出版されている「建築物
の振動に関する居住性能評価規準・同解説」
[12]で行っています。これは、建築分野におい
て、建物内での振動評価について利用されてい
る文献です。なお、文献[12]では、振動の継続
時間に応じた加速度振幅の低減が示されてい

ますが、図 では行っていません。また、文献
[12]では 1/3オクターブバンド分析による最大
値を照合することになっており、最大値が算出
できない場合には、時定数 10ms を用いること
が望ましいとされています。時定数が 630ms で
はない点に注意が必要です。図 11 を見ると、
最大約 81dB（文献[12]で V-Ⅵ）が測定されて
います。V-Ⅵの評価レベルは、文献[12]によれ
ば、気になる具合は「かなり気になる」、不快は
「かなり不快である」という結果となります。

11

図 11  24 時間の時間帯として最大値を示した鉛直振動 
（実験パターン３のＡ点）[11] 

おわりに 
本稿では、振動に対する感覚について、アン

ケート調査結果、人の感覚と周波数特性、建物
内での評価を中心に紹介しました。読者の皆様
の参考になれば幸いです。

5 ある周波数を中心として上限と下限の周波数の比が２となるように分割した周波数帯域。建築の環境
振動では、さらに細かく分割した 1/3 オクターブバンドが用いられることが多い。 
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■次回予定
次回の誌上セミナー「振動について」（第４回）では、振動に対する対策、傾向等について

の解説を予定しています。引き続き御活用ください。 
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